
建
築
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
あ
り
、
基

金
は
２０
億
円
必
要
と
考
え
ま
す
。

御
中
の
問
題
も
あ
り
、
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
考

え
て
い
き
ま
す
。

県
の
委
託
事
業
で
通

学
合
宿
を
実
施
し
て
い

る
。
市
と
し
て
の
支
援
も
お
願

い
し
た
い

通
学
合
宿
は
異
な
る

年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が

体
験
交
流
を
行
う
目
的
と
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と
い
う

２
つ
の
側
面
を
持
ち
進
め
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
も
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。

生
活
保
護
扶
助
費

で
、
医
療
費
は
ど
れ
く

ら
い
か

平
成
２１
年
度
実
績
で

７
、８
０
０
万
円
で
、

扶
助
費
全
体
の
５０
％
以
上
で
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
事

業
の
健
康
事
業
委
託
料

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
検
診

を
受
け
る
人
が
少
な
い
の
か

医
師
に
支
払
う
分
の

減
額
で
す
。
受
診
率
を

上
げ
る
た
め
１
日
に
２
つ
以
上

受
け
ら
れ
る
な
ど
検
診
方
法
を

検
討
し
ま
す
。

国
保
の
繰
越
金
が
１

億
円
余
り
あ
る
が
、
積

立
金
が
枯
渇
し
て
い
る
中
、
ど

れ
く
ら
い
を
積
立
て
る
の
か

今
回
１
億
円
を
積
立

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
一
般
会
計
に
影
響
の
な
い

形
で
繰
越
金
を
基
金
に
ま
わ
し
、

不
測
の
事
態
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

芸
術
館
を
平
日
団
体

で
見
学
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
か

職
員
で
対
応
可
能
で

あ
れ
ば
個
々
に
検
討
し

ま
す
。

指
定
管
理
施
設
で
の

事
故
は
誰
が
責
任
を
と

る
の
か

責
任
は
振
興
公
社
な

ど
の
指
定
管
理
者
が
と

り
ま
す
。
市
で
も
保
険
の
対
応

を
し
ま
す
。学

校
教
育
施
設
整
備

基
金
に
つ
い
て
、
浜
中

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
計

画
策
定
を
す
る
べ
き
で
は
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御
前
崎
市
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
つ
い
て
、
４
回
の

委
員
会
を
開
催
し
協
議
を
重
ね
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
の
意
見

書
を
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

１．

前
期
基
本
計
画
（
５
ヶ
年
）
の
分
析
を
行
い
、
達
成
度
と
現

状
を
検
証
し
た
上
で
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
あ

り
、
総
括
的
内
容
を
文
章
で
載
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

２．

後
期
基
本
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
単
年
度
ご
と
の
目

標
を
定
め
、
進
行
管
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

３．

社
会
構
造
と
財
政
状
況
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
財
政
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
達
成
可
能
な
後
期
基
本
計
画
の

策
定
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
整
備
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
も
、
委
員
会
で
の
協
議
を
重
ね
、
最
終
的
に
左
記
の
福
祉
対
策

措
置
４
事
業
、
公
共
用
施
設
整
備
お
よ
び
維
持
補
修
措
置
４
事
業

の
８
事
業
案
で
大
筋
の
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

１．

超
伝
導
磁
石
式
全
身
用
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
購
入
事
業

２．

市
道
２
５
６
号
線
改
良
舗
装
工
事

３．

御
前
崎
市
基
幹
消
防
署
整
備
事
業

４．

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
更
新
事
業

５．

灯
台
周
辺
観
光
施
設
整
備
事
業

６．

農
業
振
興
拠
点
施
設
整
備
事
業

７．

市
道
２
０
７
、
２
０
９
号
線
改
良
舗
装
工
事

８．

総
合
公
園
整
備
事
業

な
お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
更
新
事
業
に
つ
い
て
は
、
１
年
間
の
調

査
研
究
を
行
い
、
再
度
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合
計
画
お
よ
び
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
整
備
事
業

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
は
、
東
北
地
方
大
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
・
県
の
動
向

に
注
視
し
、
再
度
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
津
波
に
対
す
る

安
全
性
確
保
に
関
す
る
申
し
入
れ
書

（
平
成
２３
年
３
月
１６
日
）

平
成
２３
年
３
月
１１
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
我

が
国
最
大
規
模
（
Ｍ
９
・
０
）
の
地
震
が
発
生
し
、
大
津
波
に
よ

っ
て
東
北
地
方
を
初
め
と
し
て
広
範
囲
に
わ
た
り
壊
滅
的
な
被
害

が
発
生
し
た
。

こ
の
地
震
、
津
波
に
よ
り
、
東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
に
お
い
て
、
原
子
炉
の
安

全
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
事

故
が
発
生
し
た
。

原
子
力
三
大
原
則
で
あ
る

「
止
め
る
、
冷
や
す
、
閉
じ
込

め
る
」
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
、

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法

制
定
後
、
初
め
て
の
原
子
力
緊

急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
。

広
域
に
亘
る
住
民
に
避
難
指

示
が
出
さ
れ
る
事
態
は
、
原
子

力
を
立
地
す
る
当
市
と
し
て
、

大
変
強
い
衝
撃
を
受
け
た
。

今
回
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
象
に
つ
い
て
、
速
や
か

な
調
査
と
解
析
を
行
い
、
地
震
対
策
は
も
と
よ
り
津
波
対
策
に
お

い
て
も
改
め
て
防
災
体
制
の
見
直
し
を
早
急
に
実
施
し
、
地
域
住

民
の
安
全
安
心
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
安

全
確
保
に
万
全
を
期
す
よ
う
強
く
求
め
る
。

記

１．

早
急
に
屋
外
の
燃
料
タ
ン
ク
お
よ
び
配
管
の
補
強
を
す
る
こ

と

２．

防
波
壁
の
設
置
を
早
急
に
行
い
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と

３．

外
部
電
源
用
の
発
電
ユ
ニ
ッ
ト
の
予
備
を
高
台
に
設
置
し

安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と

４．

被
災
時
に
損
傷
し
た
海
水
ポ
ン
プ
な
ど
の
交
換
は
困
難
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
予
備
系
統
を
設
置
し
常
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
を
整
え
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と

以
上
、
４
項
目
に
つ
い
て
原
子
力
対
策
特
別
委
員
会
と
し
て
中

部
電
力
株
式
会
社
に
対
し
て
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

灯
光
園
、
清
風
園
の

待
機
者
が
多
い
よ
う
だ

が
、
入
所
順
位
の
決
め
方
は

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で

委
員
会
を
行
い
、
介
護

度
、
介
護
す
る
家
族
の
状
況
、

待
機
期
間
に
応
じ
て
決
め
て
い

ま
す
。

灯
台
村
塾
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
、
定
員
を

増
や
す
考
え
は

で
き
る
だ
け
多
く
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
、
平
成
２４
年
度
は
必
要
で

あ
れ
ば
定
員
を
増
や
し
ま
す
。

い
ず
れ
水
道
料
金
を

値
上
げ
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
う
が
、
長
期
的
に
見

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

受
益
者
負
担
が
原
則

で
あ
る
が
、
一
般
会
計

か
ら
補
助
金
を
繰
入
れ
し
、
近

隣
市
よ
り
か
な
り
安
い
料
金
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
料
金
改

正
実
施
時
期
は
景
気
低
迷
の

折
、
判
断
が
難
し
い
が
、
平
成

２３
年
度
か
ら
大
井
川
広
域
水
道

企
業
団
が
料
金
形
態
を
検
討
す

る
と
の
話
が
あ
り
、
動
向
を
見

極
め
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
助

成
事
業
に
つ
い
て
、
障

害
等
級
の
判
断
は
ど
の
よ
う
に

決
め
る
の
か県

へ
医
師
の
診
断
書

を
提
出
し
、
県
の
委
託

医
が
判
定
し
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
声
、
今

後
の
考
え
は昨

年
の
交
付
時
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た

が
、
少
な
い
が
２０
％
、
ち
ょ
う

ど
い
い
・
多
い
が
７０
％
で
し
た
。

こ
の
３
月
末
ま
で
に
公
共
交
通

委
員
会
で
検
討
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国
保
特
別
会
計
へ
の

法
定
外
繰
入
れ
を
増
や

す
こ
と
に
つ
い
て
市
の
考
え
は

国
保
の
被
保
険
者
は

市
民
の
約
１
／
３
に
な

り
ま
す
。
一
部
の
方
に
資
金
を

ま
わ
す
こ
と
は
慎
重
に
し
た
い

と
の
見
解
も
あ
り
、市
全
体
か
ら

見
て
適
正
な
金
額
を
検
討
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
療
給
付
費
が
多
く

な
ら
な
い
た
め
の
施
策

や
市
の
方
針
は

各
種
検
診
や
予
防
接

種
を
行
い
、
健
康
な
方

が
病
気
に
な
ら
な
い
予
防
線
を

引
く
施
策
を
し
て
い
ま
す
。

御
前
崎
市
民
会
館
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
及

び
清
川
泰
次
芸
術
館
、
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

を
一
部
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
ホ
ワ
イ
エ
と
は
何

か
。
ま
た
使
用
料
は
市
民
も
市

外
も
同
じ
かホ

ワ
イ
エ
と
は
専
門

用
語
で
ロ
ビ
ー
以
外
の

ホ
ー
ル
を
囲
ん
で
い
る
場
所
の

こ
と
で
す
。
ま
た
使
用
料
は
減

免
規
定
が
あ
り
ま
す
。
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